
 

令和７年度  教 育 計 画 

                     伊方町立九町小学校  
学校番号 067 

校長名 田原 久嗣 学級数 
４ 

（１） 
児童数 ２３ 教職員数 ８ 

学校の教育目標 

 

【校訓】  「 生き生き  にこにこ  こつこつ 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【合言葉】 生き生き元気  にこにこ笑顔  こつこつ根気    

  

 

 

 伊方町教育基本方針    

  「ふるさと愛いっぱい」の人材 

（人財）が育つまちづくり 

 

 

知・徳・体のバランスのとれた、心豊かでたくましい児童を育てる 

１ 望ましい生活習慣の育成  

 〇生活習慣チェック 

 〇感染防止対策の徹底 

２ 全校的に行う体力づくり 

〇教科体育の充実 

〇計画的な運動練習 

３ 組織的な生徒指導     

〇いじめ･不登校等の未然防

止･早期発見･早期対応 

１ 規範意識の育成     

〇笑顔あふれる明るく元気

な挨拶や返事の奨励 

〇道徳教育の充実 

２ 仲間意識を高める活動 

 〇異年齢集団での活動の充実 

○統合校との計画的な交流 

３ 自己有用感を育む活動 

〇児童会活動の活性化      

   

１ 確かな学力の定着向上       

〇分かる授業 

 〇ＩＣＴの積極的な活用 

２ 個に応じた指導・支援 

 〇基礎・基本の徹底   

〇学習習慣の定着 

３ 表現力の育成と向上     

〇言語活動の充実 

〇俳句作り 

明るい笑顔で挨拶し、 

仲良く助け合う子 

よく考え、 

最後までがんばる子 

心身をきたえ、 

元気に行動する子 

みんな にこにこ 

楽しい学校 

心はずむ温かい地域 
〇地域学校協働本部との連携 

〇地域の自然・文化・人材の

活用 

 

 

 

帰るのが楽しみな家庭 
〇望ましい生活習慣・学習習慣

の定着 

〇家族とのふれあいの場 

  

 

みんな 生き生き 

元気な学校 

 

みんな こつこつ 

高め合う学校 

共有 

協力 支援 

明日も行きたい学校 
〇地域に愛され、保護者に信頼される学校づくり 

〇伊方の風土を愛し、地域に貢献する児童の育成 

 

児童とともに 

     生きる教師 

 

生きる教師 

児童の瞳に 

目線を合わせる教師 

個と全体を 

大切にする教師 



重 

点 

目 

標 

１ 確かな学力を育てる教育の推進 

（1） 基礎的・基本的な学習内容の定着・活用と家庭学習の充実 

（2） 特別支援教育の視点に立った「分かる授業」や個に応じた学習指導の充実 

（3） ＩⅭＴ機器の効果的な活用や授業改善による自主的・自発的な学びの推進 

２ 豊かな心を育てる教育の推進 

（1） 道徳教育を充実させるとともに、人間尊重・生命尊重の精神を基盤とした、

助け合い支え合う集団づくりの推進 

（2） 学校、家庭、地域が協働した閉校行事の実施と、地域の自然や文化、そして、

地域人材を積極的に活用した「ふるさと学習」の充実 

（3） 異年齢集団（複式学級や縦割り班）での活動による思いやりの心の育成や、

統合校との計画的な交流による仲間意識を育てる集団づくりの推進 

３ 健やかな体を育てる教育の推進 

（1） 家庭と連携した基本的生活習慣の定着や食育の推進 

（2） 年間を通じて主体的に取り組む体力づくりや健康づくりの推進 

（3） 体験活動の充実を図り、何事にも粘り強く取り組む意欲・態度の育成 

管 

理 

運 

営 

１ 人的管理 

（1） 和を基盤とした温かく協働的で風通しの良い職場づくりと健康管理の徹底 

（2） 服務規律の遵守の徹底と危機管理意識の高揚、不祥事や事故等の根絶と信用

保持 

（3） 地域学校協働活動やＩＣＴ機器等の活用による働き方改革の推進 

２  物的管理 

（1） 潜在的危険個所の除去と非常変災や感染症等に備えた危機管理体制の確立 

（2） 教育の場にふさわしい整理整頓された環境や教育効果を高める環境の整備 

（3） 施設・設備及び備品の適正な管理と有効活用 

３  事務管理 

（1） 計画的で効率的な事務処理と個人情報の適切な管理 

（2） 共同事務室との連携を密にした正確で迅速な事務処理と通知・通達の徹底 

（3）「報告・連絡・相談」の徹底、厳正な会計処理と諸帳簿等の適切な管理     

 

本 

校 

教 

育 

の 

特 

色 

１ 本校は、平成 27年度に二見小学校と統合し、九町地域・二見地域ともに、地

域・保護者が協力的である。また、学校行事を地域の方と一緒に行ったり、地域

行事に児童が多数参加したりもしている。今年度末には閉校を控えているが、地

域学校協働本部や家庭・地域と連携を図りながら、ふるさと教育を推進し、閉校

後も地域を愛し、地域と共に歩もうとする児童の育成に努める。 

２ 少人数の良さを生かして児童一人一人を輝かせ、「生きる力」を育む教育の推

進に努める。また、完全複式の学級編成や異年齢集団による各種活動を通して「魅

力ある学校づくり」を目指し、よりよい「集団づくり」と「授業づくり」に取り

組んでいく。 

３ 本校の卒業生に俳人の坪内稔典氏がおり、長年、俳句作りに力を入れている。

毎月、全校児童による俳句集会を行ったり、29年前からＰＴＡ活動として親子

で俳句を作って文芸集「薫風」を発刊したりしている。俳句作りは、児童の豊か

な感性や表現力、そして、郷土愛の育成に効果的であり、今後も継続して取り組

んでいく。 



 


